
令和7年7月30日8時25分頃に発生したカムチャツカ半島付近を震源とする地震により、同日9時40分、北海道から和歌山県にかけて津波警報

が発表されました。今回の津波対応について、避難所運営等に関わった職員へのアンケート結果や、管理職員による振り返りに加え、町民アンケート等
を実施し、振り返りと今後の方向性について取りまとめました。

今後の方向性（検討事項）

ソ
フ
ト
対
策

１．各種計画、マニュアルの見直し、策定
○地域防災計画、職員初動対応マニュアル等の見直し
○災害対策本部設置運営マニュアル、業務継続計画、受援計画等の策定
ほか

２．情報共通ツールの活用及び情報伝達手段の多様化
○北海道防災情報システム、teams等の活用、防災DXの推進
○防災行政無線、町ホームページ、町公式LINE、SNS等の活用

３．職員訓練・教育
○職員研修の実施、個別訓練、総合防災訓練の実施

４．要配慮者等への対応
○八雲町災害時要援護者避難支援プラン、マニュアルの見直し
○福祉避難所開設運営マニュアル、災害ケースマネージメントの検討ほか

５．自助・共助の推進
○防災教育、防災人材の育成、多様な団体等との連携
○出前説明会、避難訓練、地区防災計画の策定支援 ほか

ハ
ー
ド
対
策

１．避難所施設の環境整備
○エアコン、暖房、トイレ、通信環境等の整備 ほか

２．情報通信インフラ
○防災行政無線の聴き取り改善、テレビ・ラジオ等の配置
○スマホを持たない高齢者への対策 ほか

３．避難所備品の標準化
○避難所開設BOXの整備、備蓄品の分散備蓄 ほか

４．避難場所のハード対策
○駐車場の確保、避難路、高台避難場所の整備
○海抜標示板、避難誘導標識等の設置
○国道の通行止め、踏切対策

５．災害対策本部の機能強化
○会議室の確保と環境整備 ほか

今後のスケジュール（案）

令和７年１２月 議会報告 総務経済常任委員会へ説明

令和８年 １月～ 関係課へのヒアリング 危機対策課により、関係部局へのヒアリングを行うとともに、横断的な職員チームを編成

令和８年 １月～ マニュアル改定作業 新庁舎移行前の暫定版初動対応マニュアル、避難所運営マニュアルの改訂及び、災害対策
本部設置・運営マニュアルの素案作成

令和８年 ４月～ 各種計画の改定 地域防災計画、業務継続計画、受援計画等の策定（3か年）

アンケートやヒアリング等で抽出された課題

○災害対策本部の開設、設置 ○避難所開設、運営 ○情報発信、情報共有 ○人員配置、体制、安全確保
○マニュアル、訓練、備品 ○炊き出し、物資供給体制 ○住民の避難行動 ○防災意識と啓発 ほか

令和７年（2025 年）７月 30 日に発生したカムチャツカ半島付近の地震に伴う津波警報対応について
～振り返りと今後の方向性～（概要版） 2025.12.15八雲町役場危機対策課
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